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【課題の概要】 

本研究は、冷却ミュオンの加速による低エミッタンスミュオンビームを実

現し、それをミュオン蓄積磁石に入射・測定することで、ミュオン異常磁気能

率を超高精度で測定し、素粒子標準模型の高精度検証と標準理論を超える物

理の探索を行うものである。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 

現代の素粒子標準模型において２０年来の未解決問題であった、ミュオン

異常磁気能率の理論予測と実験値のズレについて、これまでとは異なる全く

新しい実験手法により確定的結果を得ることを目的としており、独創性は非

常に高い。770ppb という超高精度でミュオン異常磁気能率を測定することが

期待され、その結果は標準模型を超えた新しい物理法則の探索、超精密測定に

おける新しい実験技術開発の両面から高い意義をもつものである。 

 

 


